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新型コロナウイルス感染症の影響から、いわゆる「受診控え」をしている人も多く、現実として病状が悪化してしまう方が見
受けられます。病状が悪化する前に、かかりつけ医などに相談して、定期的な受診をしましょう。なお、受診時には指示がある
までマスクを外さないようにしましょう。

■持病の治療やリハビリは継続することが大切です
　自己判断で持病の受診を控えたり、処方薬を中断したりすると、重症化やウイルスに対抗
できない状態になる恐れがあります。またリハビリは可能な範囲で続けることが大切です。

■遅らせないで、子どもの予防接種と健診
　予防接種の標準年齢は、感染症にかかりやすい年齢などをもとに決められています。時期を遅らせると免疫がつくのが遅れ、
重い感染症になるリスクが高まります。お母さんからもらった免疫が減っていく生後２カ月頃から計画的に予防接種を受け始
めることは、赤ちゃんを守るために、とても重要です。
　乳幼児健診は、子どもの健康や成長の状態を定期的に確認する大切な機会です。適切な時期にきちんと受け、育児で分からな
いことがあれば、遠慮せずに医師や保健師、助産師などに相談しましょう。

■症状があるときは、かかりつけ医に電話相談を
　熱やせき、腹痛などは新型コロナウイルス感染症の症状とは限りません。それ以外の病気の可能性もあるため、タイミングを
逃すと最適な治療が受けられなくなる場合があります。病気の早期発見・治療のためにも、まずはかかりつけ医に相談を。
　なお、発熱がある場合には、事前に電話で症状を伝え、受診方法について指示をもらうようにしましょう。

新型コロナウイルス感染症予防対策を講じたうえで『未来を担う青年の新しい人生の門出を祝福する成人式』を開催します。

■開催日　令和３年１月３日（日）
■場所　・古川会場（飛騨市文化交流センター）　・神岡会場（神岡町公民館）
■日程
　成人者受付：13:30 ～ 14:00　式典：14:00 ～ 15:00
　記念撮影：15:00 ～ 15:30
■お願い
①入場できるのは、新成人と予め申し出された付き添いの方１人です。
②感染拡大防止のためマスクを着用してください。発熱（37.5 度以上）や体調不良の
　症状がある方や会場での検温で発熱が確認された方は入場できません。
③出席される際は、市公式ホームページに掲載の「成人式出席に際しての注意事項」を必ずご一読ください。
※今後の新型コロナウイルス感染症拡大状況等により、やむを得ず中止する可能性があります
※成人式に関する最新情報は、市公式ホームページ（右ＱＲコード）で随時お知らせします

新型コロナウイルスの影響で、歯科医への受診控えが市内で増えています。今回は、飛騨市歯科医師会の古田耕副会
長から市民の皆さんに向けたメッセージを紹介します。
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コロナ禍で必要な受診を控えていませんか？
～過度な受診控えは健康上のリスクを高めます～

お
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令和３年 飛騨市成人式について（日程・お願いの追加）

古川町保健センター　 0577-73-2948

地域包括ケア課　 0577-73-6233 生涯学習課　 0577-73-7495

歯科医院に行くことをためらう必要はありません ～歯と口腔の健康を守るために～

　新型コロナウイルス感染症を恐れるあまり、必要な
治療や定期的な受診を控えていませんか？
　医療機関では以前から行っている感染防止対策を
さらに強化して対応しております。健康を守りたい一
心で、必要な医療を避けるのでは本末転倒です。
　現在の社会状況の中で、少しの症状で行くのは申し
訳ないと、遠慮して受診を控えていませんか？また治
療を中断して、行きそびれてはいませんか？
　皆さんにもお願いをする問診、検温、マスク着用、手
指消毒等の感染対策は万が一の時の感染拡大の予防
を目的としています。わたくしたちはこれからも前向
きに診療を続けていきます。我慢してもいずれ受診は
必要になります。悪化する前に遠慮なく相談してくだ
さい。
　今回の社会の混乱により、生活リズムや食生活にも
乱れが起きて、お口の健康を損ねるケースも増えてま

いりました。話す機会が減少するなど、活動の低下に
よるお口の機能の低下、口腔衛生状態の悪化も懸念さ
れます。
　健康な生活のために、お口の健康管理は重要となり
ます。定期的な管理を中断することにより、むし歯や
歯周病の悪化、また高齢者ではお口のケアができない
ことで誤嚥性肺炎のリスクが高まってしまうお恐れ
があります。
　歯科医院では皆さんの歯と口腔の健康を守るため
に、今までと同じように歯科医療を提供し、情報を発
信していきたいと考えています。　皆さんも「食べる、
話す、笑う」といった、生活の基本的な機能を維持し、
新しい時代をいきいきと過ごしていきましょう！

　　　　　　飛騨市歯科医師会　副会長　古田　耕

■歯とお口のケアで口腔フレイルを予防しましょう
　自粛生活をきっかけに「会話が減り口を動かさなくなった、歯磨きの回数が減った」など、お口の衰え(口腔フレイル)
が心配されます。些細なお口の衰えは全身の機能低下を招きます。歯磨き、義歯の掃除、歯科受診などを心がけ、お口の
健康を守りましょう。
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年末・年始における公共施設等休業日について

飛騨古川桃源郷温泉ぬくもりの湯すぱ～ふる
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飛騨まんが王国宮川温泉おんり～湯

流葉温泉Ｍプラザ

老人福祉センター割石温泉

17：00まで営業

■環境施設

■市役所・各振興事務所
窓口業務は、12月29日（火）～１月３日（日）まで休みとなります。
戸籍謄抄本や住民票等、各種証明が必要な方は、12月28日（月）までに市役所・各振興事務所窓口で手続きをして
ください。※住民票・印鑑登録証明書の休日発行はありません
なお、出生届や死亡届等の届出は、市役所および各振興事務所の宿日直室で受け付けます。

【休診】市民病院・杉原・袖川・山之村診療所
　　　12月29日（火）～１月３日（日） ※なお期間中、市民病院では宿日直医師が急患に対応します
　　　河合・宮川診療所、こどものこころクリニック
　　　12月29日（火）～１月４日（月）

【開所】休日診療所（高山市保健センター内）
　　　12月31日（木）8：30～11：30／１月２日（土）・３日（日）9：30～11：30、13：00～14：30

【救急病院案内】飛騨市地域救急医療情報センター　　　0577-74-3799

■診療

■温泉・入浴施設

■図書館

飛騨市図書館・神岡図書館
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粗朶（そだ）柵ワークショップを開催近
　地元で採取した自然の枝「粗朶（そだ）」を利用して柵を作るワークショッ
プが１日、河合町の香愛ローズガーデンで開催され、市民ら15人が同施設
内で柵を作りました。
　このワークショップは、天生県立自然公園のパトロール員が持つ自然の
維持補修技術を多くの方に知ってもらうため、県の森林環境税を利用し、市
が主催したものです。
　この日は、東北芸術工科大学の田賀陽介さんを講師に迎え、近くの里山
林から採取した直径５センチメートル長さ２メートルの広葉樹の粗朶を使用
し、３人１組になり、杭を中心に編んでいきました。
　参加者は最初はとまどいながらも、慣れてくると見栄えを気にしながらき
れいに編んでいました。

自然工法を用いて柵づくり

神岡小学校の児童が江馬氏館跡公園で土塀修復作業郷
　神岡小学校の6年生54人が11月17日、神岡町の江馬氏館跡公園で江馬
氏館跡の見学と土塀修復作業を体験しました。
　この授業は、郷土学習として江馬氏の歴史や国の史跡・名勝の江馬氏館
跡を知ってもらい、郷土の歴史や文化財の大切さを学んでもらおうと行われ
ました。
　館跡の見学では、庭園の見える接客の間で、室町時代の眺めと変わらな
い庭園を眺めながら、市教育委員会の大下学芸員から江馬氏の歴史や文化
財の大切さなどについての話を聞きました。また、一部剥がれ落ちた土塀
の修復作業体験では、児童らは水で練った土を板の上に乗せてもらい、左
官工事用のコテを使って土塀に丁寧に塗る体験も行われました。

土の歴史や文化財の大切さを学ぶ11/17

場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ https://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト https://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 

QR コード 

災害シミュレーションゲーム「風水害24」中
　防災意識向上に役立つ災害シミュレーションゲーム「風水害24」。その″地域
版″といえる中山間地での災害にスポットを当てたゲーム開発のため、７日に飛
騨市役所でワークショップが開かれました。
　地域版は古川町で教育支援に取り組む㈱Edo（関口祐太社長）が企画し、東
京のNPO法人・イシュープラスデザインと共同開発しています。
　ワークショップは風水害の接近から通過までの24時間を追体験できるシミュ
レーションゲームです。土砂崩れや洪水が発生し、警戒レベルが上昇する中、参
加者は４、５人のグループになって本番さながらに情報収集や声かけ、避難など
さまざまな行動を選択して災害に備えました。
　地域版はこうした体験会などを重ねて２年後の完成を目指しています。

山間地での風水害ゲーム開発で防災意識の向上を図る

広報ひだまち特派員レポート
（特派員：水樹　華・岡田　直樹）

市民ライターがまちの話題をお届け！

11/1

11/7

「ハイパーカミオカンデ計画」講演会宇
　宇宙の謎を解くため、2020年代後半の実験開始を目指して建設が始まった
「ハイパーカミオカンデ計画」の市民向け講演会が21日に神岡町公民館で開か
れ、市民ら約150人が聴講しました。
　この講演会は、「ハイパーカミオカンデ計画推進期成同盟会」が主催したもの
で、東京大学宇宙線研究所の塩澤眞人教授が「ニュートリノ研究の次なる挑戦
」と題して研究内容や今後のスケジュールを話しました。
　塩澤教授は従来のスーパーカミオカンデでは得られていない陽子崩壊の発
見や、宇宙の進化に決定的な役割を果たしている素粒子・ニュートリノの解明な
どハイパーカミオカンデ計画で期待される研究内容を解説し、来場者は宇宙の
神秘に思いを馳せていました。

宙の大きな謎に迫る11/21
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飛騨市減塩フォーラムin河合フ
　市が昨年度から本格的に始めている減塩の取り組みについて、その必要性や
地域での取り組みを伝える「飛騨市減塩フォーラムin河合」が21日、河合町公
民館で開かれ、市民約50人が減塩について学びました。
　減塩フォーラムは、市民の高血圧の割合が高く、特にII度高血圧の方の割合
が、平成30年度県下で最も高いという結果を受け、塩分の取りすぎによる高血
圧の取り組みとして減塩の意識を高めようと開催されました。
　フォーラムでは、河合診療所の根尾実喜子先生から高血圧についての話と診
療所の取り組みの紹介。後半の座談会では、具だくさんにするだけで、塩分が減
らせることや、減塩醤油と普通の醤油を半々でブレンドすることで、こっそり減
塩が可能であることなどの知恵も紹介されました。

ォーラム開催で減塩に対する意識向上を図る11/21

ふるさとこども大使になろう！～ふるさと巡りバスツアー～市
　市内を巡るバスツアー「ふるさとこども大使になろう！～ふるさと巡りバスツ
アー～」が22日に行われ、市内小学校の４～６年生児童33人がツアーに参加し
ました。
　このツアーは、市内の小学生に市内の魅力ある施設を巡ってもらい、市の伝
統文化・自然などを学び地域に誇りと愛着を持つ子どもを「飛騨市ふるさとこ
ども大使」に任命するものです。
　ツアーでは、古川町の飛騨古川まつり会館や神岡町のひだ宇宙科学館カミオ
カラボの見学や、ドローンの操縦を体験しました。
　ツアー終了後、道の駅スカイドーム神岡で任命式が行われ、都竹市長が任命
証と名刺を児童一人ひとりに手渡しました。

内の児童がふるさとの魅力を学ぶ11/22

料理人を対象とした「ジビエ調理講習会と試食会」ジ
　野生獣肉（ジビエ）の消費拡大と取扱店舗拡大を目的に、飛騨地域のジビエ
振興団体「森のごちそうの里・コミュノーテ飛騨」が11月25日、古川町公民館
で料理人を対象としたジビエ調理講習会を開催しました。
　「ぎふジビエ登録制度」に登録している飲食店タスパdeシャングリラのオー
ナーシェフ玉腰正人さんが講師を務め、鹿肉を使ったチンジャオロースとハン
バーグの調理方法を実演しました。
　また、同制度に登録している野生獣肉解体処理Bambi（バンビ）の原田大輔
代表からジビエの特徴や入手方法、衛生管理方法などを説明しました。その後、
参加者らは、ジビエのブロック肉をカットし、部位ごとの食べ比べを行いまし
た。

ビエの正しい知識を伝える11/25

大日本農会「緑白綬有功章」吉本一雄さん受賞報告飛
　河合町稲越のトマト農家吉本一雄さんが公益社団法人「大日本農会」の農
事功労者表彰で緑白綬有功章(りょくはくじゅゆうこうしょう)を受章され、市
役所を訪れて都竹市長に喜びを報告しました。
　吉本さんは夏秋トマトと水稲作を複合で経営しており、トマトは共同育苗
施設の幼苗接ぎ木セル苗を導入、水稲は作業受託で面積を拡大し、菌床シイ
タケや宿儺かぼちゃの栽培でリスク分散するなど実績を上げました。さら
に、園芸の生産組合役員や農協理事などを歴任し、吉本さんの提案で実現し
たＪＡひだ飛騨地域トマト研修所（古川町信包）の研修マネージャーとして４
年間で新規就農者８名を輩出するなど地域農業への貢献が高く評価されま
した。

　市とNPO法人コメリ災害対策セン
ターは30日、災害時に物資供給を行うた
めの協定を結びました。
　協定では、同法人が所有する全国の流
通センターに備蓄している資器材を、災
害時に市からの要請に応じて迅速かつ
円滑に物資供給を行うことを定めていま
す。
　この日は、市役所で協定の締結式が行
われ、都竹市長と同法人の古澤通規常務
理事が協定書を取り交わしました。都竹
市長は「全国に物流網を持つコメリさん
と協定を結ぶことができ大変心強い。安
心を市民に届けることができる一つの弾
みになれば」と話しました。

　設備の老朽化が課題となっている飛
騨市ケーブルテレビ（CATV）について
27日、中部テレコミュニケーション（株）
と市の間で事業の移管に向けた基本協
定を結びました。
　同社は今後、協定に基づいて2023年
３月末までに設備更新や、CATV加入者
の移行手続きを進めます。民営化後は、
通常の地上波放送に加えてBS４K、８K
放送に対応した光テレビサービスや光電
話、光ファイバーを使った高速インター
ネットも提供します。
　この日は、市役所で協定の締結式が行
われ、都竹市長と同社の宮倉康彰社長が
協定書を取り交わしました。

騨のトマト農業発展に尽力11/26

11/30

飛騨市民カレッジプレ開校記念　村尾信尚さん講演会チ
　市の生涯学習の強化を図るため、幅広い知識や技術をもつ専門家等を講師
として招き、学習機会を提供する「飛騨市民カレッジ」のプレ開校を記念した講
演会が22日、飛騨市文化交流センターで開かれました。
　講師は、関西学院大学教授で「NEWS ZERO」（日本テレビ）のメーンキャス
ターを長年務められた村尾信尚さん。「私のチャレンジ～これまでも、これから
も挑戦～」と題して講演されました。
　村尾さんは、大蔵省（現財務省）での官僚経験や三重県庁での経験そして、
NEWS ZEROのキャスターを務めるなどさまざまな人生経験から、その時その
時に感じた事、思った事などを資料とエピソードを混えながら話しました。

ャレンジすることの大切さを伝える11/22

中畑房さん 祝百歳！万歳！百
　古川町向町の中畑房さんが25日、百歳を迎えられました。これに合わせ、市
民福祉部の藤井弘史部長が自宅を訪問し、賞状やお祝いの花束、褒賞金を中
畑さんに手渡しました。
　今年、百歳になられる方はなんと15人。その中で唯一の男性である中畑さん
は、大正９年11月25日生まれで、山野草や薔薇を育てたり、軽音楽やクラシック
もよく聴いていたそうです。また、習字も上手で昨年まで冠婚葬祭の祝儀袋の
名前も書いてくれていたとのこと。明るい性格でいつもトンチを言ってはみんな
を笑わせていた笑顔の素敵な中畑さん。
　藤井部長が「百歳おめでとうございます！」と花束を手渡すと、中畑さんは「綺
麗やなぁ！そんな歳になったのか？」と驚いていました。

歳おめでとうございます11/25

NPO法人コメリ災害対策
センターと防災協定を締結11/27 中部テレコミュニケーションとCATV再整備協定を締結

　市と中部電力パワーグリッド（株）
高山営業所は27日、災害により市内で
停電が発生した場合に早期復旧を行う
ための連携協定を結びました。
　協定では、倒木などで電線や電柱が
被害を受けた際、停電復旧に係る応急
処置に支障となる障害物の除去、道路
の啓開等を行うことについて、協力す
ることを定めています。
　この日は、市役所で協定の締結式が
行われ、都竹市長と同社の田口章吾所
長が協定書を取り交わしました。都竹
市長は「協定を契機に連携を深め、緊
急時の対応をしたい」と話しました。

11/27 中部電力パワーグリッドと防災協定を締結
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・2002年
　天体物理学とくに宇宙ニュートリノの
検出にパイオニア的貢献をしたことによ
り、ノーベル物理学賞を受賞
・2003年 ２月17日
　文化、教育の充実等社会発展に寄与
されたとして、神岡町名誉町民を受称。

▲ノーベル賞受賞後、神岡町民に向けた
小柴先生からのメッセージ

▲夢のたまご塾で講演される小柴先生 ▲追悼記帳所には多くの市民らが訪れ、
小柴先生の偉業を偲びました
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飛騨市減塩フォーラムin河合フ
　市が昨年度から本格的に始めている減塩の取り組みについて、その必要性や
地域での取り組みを伝える「飛騨市減塩フォーラムin河合」が21日、河合町公
民館で開かれ、市民約50人が減塩について学びました。
　減塩フォーラムは、市民の高血圧の割合が高く、特にII度高血圧の方の割合
が、平成30年度県下で最も高いという結果を受け、塩分の取りすぎによる高血
圧の取り組みとして減塩の意識を高めようと開催されました。
　フォーラムでは、河合診療所の根尾実喜子先生から高血圧についての話と診
療所の取り組みの紹介。後半の座談会では、具だくさんにするだけで、塩分が減
らせることや、減塩醤油と普通の醤油を半々でブレンドすることで、こっそり減
塩が可能であることなどの知恵も紹介されました。

ォーラム開催で減塩に対する意識向上を図る11/21

ふるさとこども大使になろう！～ふるさと巡りバスツアー～市
　市内を巡るバスツアー「ふるさとこども大使になろう！～ふるさと巡りバスツ
アー～」が22日に行われ、市内小学校の４～６年生児童33人がツアーに参加し
ました。
　このツアーは、市内の小学生に市内の魅力ある施設を巡ってもらい、市の伝
統文化・自然などを学び地域に誇りと愛着を持つ子どもを「飛騨市ふるさとこ
ども大使」に任命するものです。
　ツアーでは、古川町の飛騨古川まつり会館や神岡町のひだ宇宙科学館カミオ
カラボの見学や、ドローンの操縦を体験しました。
　ツアー終了後、道の駅スカイドーム神岡で任命式が行われ、都竹市長が任命
証と名刺を児童一人ひとりに手渡しました。

内の児童がふるさとの魅力を学ぶ11/22

料理人を対象とした「ジビエ調理講習会と試食会」ジ
　野生獣肉（ジビエ）の消費拡大と取扱店舗拡大を目的に、飛騨地域のジビエ
振興団体「森のごちそうの里・コミュノーテ飛騨」が11月25日、古川町公民館
で料理人を対象としたジビエ調理講習会を開催しました。
　「ぎふジビエ登録制度」に登録している飲食店タスパdeシャングリラのオー
ナーシェフ玉腰正人さんが講師を務め、鹿肉を使ったチンジャオロースとハン
バーグの調理方法を実演しました。
　また、同制度に登録している野生獣肉解体処理Bambi（バンビ）の原田大輔
代表からジビエの特徴や入手方法、衛生管理方法などを説明しました。その後、
参加者らは、ジビエのブロック肉をカットし、部位ごとの食べ比べを行いまし
た。

ビエの正しい知識を伝える11/25

大日本農会「緑白綬有功章」吉本一雄さん受賞報告飛
　河合町稲越のトマト農家吉本一雄さんが公益社団法人「大日本農会」の農
事功労者表彰で緑白綬有功章(りょくはくじゅゆうこうしょう)を受章され、市
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に、園芸の生産組合役員や農協理事などを歴任し、吉本さんの提案で実現し
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年間で新規就農者８名を輩出するなど地域農業への貢献が高く評価されま
した。
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